
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 アフリカ豚コレラは、昨年 8月から中国全土に拡大しており、その後フィ

リピン・ミャンマー・東ティモール、今年９月には韓国でも発生しました。

一方、口蹄疫もロシア・中国・ミャンマー等で発生しています。 

年末年始及び春節を迎えるに当り、アジア地域における人・物の移動が盛

んになることから、口蹄疫を含め病原体が侵入・まん延するリスクが高くな

ります。さらに、国内では豚コレラが継続して発生しています。農場の飼養

衛生管理基準をもう一度見直し、侵入を防ぎましょう！ 
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上北地域県民局地域農林水産部 十和田家畜保健衛生所    0176-23-6235 (FAX 0176-23-3044) 

上十三地区家畜衛生推進協議会                         0176-25-2362 (FAX 0176-24-3888) 

（一社）青森県畜産協会                                 017-722-4331 (FAX 017-731-1196) 

 

▼ アフリカ豚コレラ・口蹄疫を防ぐために・・・  

裏面につづく 

✔立入り禁止看板を設置し、農場内へ 

不要・不急な者を立ち入らせない。 
 

✔従業員も含め、口蹄疫・アフリカ豚コレラが 

発生している国への渡航は控える。 

→発生国：中国・韓国・モンゴル・ロシア等 

✔農場に持ち込む物品・出入りする車両の消毒 

  海外のお土産は農場にもちこまない 
 

複数頭で流死産、発熱、元気消失、食欲減退等 

なにか違うと感じたら速やかに家畜保健衛生所に通報して 

ください 

✔生肉が含まれる可能性のある食品残渣は 

70℃で 30分、又は 80℃で 3分以上加熱して給与 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
十 和 田 家 畜 保 健 衛 生 所 

電話 0176-23-6235（平日） 携帯 090-6453-7023（休日・夜間） 

ホームページアドレス： http://www.applenet.jp/~towada-kaho/ 

 

十和田家畜保健衛生所 


